








要約　栃木県では 87 年から 5 年間、乾燥ろ紙血液中の総胆汁酸を定量することにより、

胆道閉鎖症を 1か月健診までに発見することを目的として新生児マススクリーニングを行

った。全出生児の 99.5%に当たる 104,309 名の新生児のうち 1.1%が高胆汁酸血症と判定さ

れ、この中から 7 名の患児が発見された。患児はこの他に、陰性と判定された児の中に 4

名、検査を受けなかった中に 1 名認められた。検査の感度は 63%と予想よりも低く、陽性

7 名のうち 4 名は 1 か月健診で専門医に紹介できなかった。また生後 45 日以内に肝門部

空腸吻合術を受けた3例のうち 2例で黄疸が消失しなかった。以上からこの方法を全国的

に実施することは不可能と結論した。代替案として正常および淡黄色便の色調を母子手帳

にカラー印刷し、その番号を報告する方法を提唱した。これににより母親、1 か月健診担

当医、助産婦、看護婦を持続的に教育し、本症の早期発見率をあげることが望ましい。


